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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年2月23日(2017.2.23)

【公表番号】特表2016-511395(P2016-511395A)
【公表日】平成28年4月14日(2016.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2016-023
【出願番号】特願2015-554304(P2015-554304)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｔ   1/161    (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   6/03     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｔ    1/161    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｂ    6/03     ３７７　
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３９０　

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月20日(2017.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　神経組織をイメージングする方法において、
　身体部位を有する患者の生体内ボリュームをイメージングする機能的イメージングモダ
リティから機能的イメージングモダリティデータを取得するステップであって、前記患者
は、自律神経系（ＡＮＳ）による神経組織内取込みを有する造影剤を注入されている、ス
テップと、
　身体部位を有する患者の生体内ボリュームをイメージングする解剖学的イメージングモ
ダリティから解剖学的イメージングモダリティデータを取得するステップと、
　前記機能的イメージングモダリティデータおよび前記解剖学的イメージングモダリティ
データに基づき前記生体内ボリュームにおいて前記神経組織の位置を決定するステップと
、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、さらに、
　前記解剖学的イメージングモダリティデータを処理して少なくとも１の画像マスクを生
成するステップと、
　機能的画像の再構成をガイドするため前記少なくとも１の画像マスクを前記機能的イメ
ージングモダリティデータと相関付けるステップと、を含むことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法において、さらに、前記解剖学的イメージングモダリティデータ
から解剖学的画像を再構成し、前記機能的イメージングモダリティデータから機能的画像
を再構成するステップを含み、前記画像マスクが、解剖学的画像のボリューム又はエリア
を対応する機能的画像と相関付けるための、３Ｄボリューム又は２Ｄエリアのマッピング
であることを特徴とする方法。
【請求項４】
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　請求項１に記載の方法において、位置を決定するステップが、最大直径が１～２０ｍｍ
のサイズの、前記ＡＮＳの少なくとも１つの神経節叢（ＧＰ）の位置を決定するステップ
を含むことを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、位置を決定するステップが、最大直径が１～２０ｍｍ
のサイズの、前記ＡＮＳの少なくとも２つの神経節叢（ＧＰ）の位置を決定するステップ
を含むことを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法において、ＡＮＳシナプス及び神経節叢（ＧＰ）の一方又は両方
の分布及び／又は活性を含むＡＮＳマップを生成するステップと、表示のため前記ＡＮＳ
マップを提供するステップとをさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法において、前記ＡＮＳマップを、前記神経組織を含む臓器の画像
表現とオーバーレイするステップをさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法において、前記ＡＮＳがその画像と連動して刺激された場合の当
該刺激及び前記イメージングに基づき求心性活性と遠心性活性とを区別するステップとを
さらに含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法において、患者の生体内ボリュームにおける神経組織が刺激され
て惹起される参照取込み値に関連する神経応答中に、前記生体内ボリュームをイメージン
グする前記機能的モダリティから機能的データを取得するステップと、前記参照取込み値
に従い前記生体内ボリュームにおける前記神経組織の位置を特定するステップとをさらに
含むことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法において、位置を特定するステップが、前記生体内ボリュームの
少なくともある領域における前記造影剤の所定の動的挙動パターンを同定するステップを
含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　患者の生体内ボリュームの画像内でＡＮＳ成分を同定するためのシステムにおいて、
　神経組織を含む身体部位を有する患者の生体内ボリュームをイメージングする機能的イ
メージングモダリティから機能的イメージングモダリティデータを受け取るモジュールで
あって、前記患者は、自律神経系（ＡＮＳ）による神経組織内取込みを有する造影剤を注
入されている、モジュールと、
　前記身体部位を含む前記患者の生体内ボリュームをイメージングする解剖学的イメージ
ングモダリティから解剖学的イメージングモダリティデータを取得するモジュールと、
　前記機能的イメージングモダリティデータに基づき前記生体内ボリュームにおいて前記
神経組織の位置を決定するモジュールと、
　前記解剖学的イメージングモダリティデータを前記機能的イメージングモダリティデー
タと組み合わせるモジュールと、
を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、前記機能的イメージングモダリティが、心電図
ゲート単一光子放射断層撮影（ＧＳＰＥＣＴ）モダリティ、ＳＰＥＣＴ－ＣＴモダリティ
及びＤ－ＳＰＥＣＴモダリティ、及び／又はＡ－ＳＰＥＣＴからなる群から選択されるこ
とを特徴とするシステム。
【請求項１３】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、前記解剖学的イメージングモダリティが、陽電
子放出型断層撮影（ＰＥＴ）モダリティ、コンピュータ断層撮影（ＣＴ）モダリティ、磁
気共鳴画像（ＭＲＩ）モダリティ、及び超音波モダリティからなる群から選択されること
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を特徴とするシステム。
【請求項１４】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、ＡＮＳシナプス及び神経節叢（ＧＰ）の一方又
は両方の分布及び／又は活性を含むＡＮＳマップを生成するモジュールをさらに含むこと
を特徴とするシステム。
【請求項１５】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、前記神経組織が少なくとも１つの神経節叢（Ｇ
Ｐ）を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、神経支配を受ける組織における神経節及びシナ
プス密度の一方又は両方を同定するため、注入、取得及び／又は再構成のうちの１つ以上
を制御するようにプログラムされたイメージング装置をさらに含むことを特徴とするシス
テム。
【請求項１７】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、前記機能的イメージングモダリティデータおよ
び／または前記解剖学的イメージングモダリティデータに基づき、組織ボリューム又は臓
器に関するシナプス及び／又は神経節の分布の２Ｄ又は３Ｄ又はそれより高次元のマップ
を表示するようにプログラムされた出力要素をさらに含むことを特徴とするシステム。
【請求項１８】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、２～６個の神経節叢（ＧＰ）が同定されること
を特徴とするシステム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のシステムにおいて、前記同定された神経節叢（ＧＰ）の前記サイズ
が約２×２×２ｍｍ～約４×４×４ｍｍの範囲であることを特徴とするシステム。
【請求項２０】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、解剖学的画像上に個別化されたＡＮＳマップを
表示するモジュールをさらに含むことを特徴とするシステム。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のシステムにおいて、前記解剖学的画像上に活性レベルが表示される
ことを特徴とするシステム。
【請求項２２】
　神経組織をイメージングする方法において、
　身体部位を有する患者の生体内ボリュームをイメージングする機能的イメージングモダ
リティから機能的イメージングモダリティデータを取得するステップであって、前記患者
は、自律神経系（ＡＮＳ）による神経組織内取込みを有する造影剤を注入されている、ス
テップと、
　前記機能的イメージングモダリティデータに基づき前記生体内ボリュームにおいて前記
神経組織の位置を決定するステップとを含み、位置を決定するステップは、最大直径が１
～２０ｍｍのサイズの、前記ＡＮＳの少なくとも１の神経節叢（ＧＰ）の位置を決定する
ことを含む、ことを特徴とする方法。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の方法において、ＡＮＳシナプス及びＧＰの一方又は両方の分布及び
／又は活性を含むＡＮＳマップを生成するステップと、表示のため前記ＡＮＳマップを提
供するステップとをさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項２４】
　請求項２２に記載の方法において、前記ＡＮＳマップを、前記神経組織を含む臓器の画
像表現とオーバーレイするステップをさらに含むことを特徴とする方法。
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